
堀田・假屋園・丸野：道徳の授業における対話活動が道徳性の変容に及ぼす効果

－195－

問題と目的

近年，対話活動を取り入れた学習形態が注目さ

れている．その背景には，90年代以降の学習観の

変化がある．90年代に入り，学習とは，個人の頭

の中で生じている出来事ではなく，周囲の状況，

物事や人との相互関係の中で営まれる実践であ

る，という考え方が生まれた．そして学習とは，

人と人との間に成立する社会的実践であり，協同

的な営みである，という新しい学習観が生まれた

（假屋園，1999）．

このような学習観の変遷から注目されるように

なった対話活動を取り入れた授業（以下，対話型

授業）について，丸野（1999）は，「自分とは異

なる世界や価値に生きている他者への関心や思い

やりの気持ち」「他者の立場を配慮した社会的な

コミュニケーション能力」「相互啓発や協調性」

などの意欲や能力が育つといった期待がある，と

論じている．

そのような対話型授業は，現在，学校教育にお

いても積極的に取り入れられている．特に，国語

科における先行研究が多い．それらの研究から，

国語科の授業において対話型授業を行うと教師主

導型授業よりも明らかに児童が，何が意見の対立

になっているのか，相手の考え方と自分の考え方

とはどこが違っているのかをお互いが意見を述べ

ていきながら明確にしていくことができるように

なる（佐藤，1999）．このことは，前述の丸野の

論考とも合致しており，対話型授業の効果と言う

ことができる．筆者らの経験からすると，近年，

この対話型授業が自己と他者との関係にかかわる

学習が中核である道徳教育においても行われてい

る，と言える．例えば，対話活動を通してお互い

の思いや考えを交流するダイヤログ学習，登場人

物の役をしながらその時々の気持ちについて語り

合う役割演技，問題場面についてグループで意見

交換をし合うバズ・セッションなどがある．これ

らの対話活動が取り入れられる理由の一つとし

て，未来に向かって社会をつくりあげてゆくため

の「道徳性」が強く求められている今日，他者と

の相互作用において道徳を構成していく人間の主

体的側面に注目した発達理論に基づいた道徳教育

の意義が高まっているということが挙げられる

（榊原，2003）．

このように，注目されている道徳教育における

対話型授業ではあるが，道徳性の変容・発達を対

話型授業の実践を通して検証した研究は少なく，

現場の先生方から「対話型授業を取り入れてもそ

の効果が分からない」「対話型授業の方法が分か

らない」などの声が挙がる要因になっている．

そこで，本研究では，対話型授業と教師主導型

授業の比較を通して，対話活動が児童の道徳性

（特に道徳性の共助的側面）の変容に及ぼす効果

を明らかにすることを目的とした．

なぜ，道徳性の共助的側面を中心に道徳性の変

容を研究するかについては，鹿児島大学教育学部

実践研究紀要第16巻（堀田・假屋園，2006），鹿

児島大学教育学部研究紀要第58巻（堀田・假屋園，

2007）に詳しく論じているので参考にされたい.
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研究の仮説

前述の問題と目的から，本研究では「道徳の授

業において対話型授業を行うならば，教師主導型

授業よりも児童の道徳性（特に道徳性の共助的側

面）が変容するであろう．」という仮説を立て研

究を進めていく．

この仮説が支持された場合，道徳の授業におけ

る対話活動が児童の道徳性の変容に効果があると

いうことが明らかになるとともに，対話型授業の

方法面への一助ともなる．

方 法

１ 調査期日

2006年９月中旬～10月初旬

２ 調査対象

鹿児島県内の小学校4校の６年生児童106名（Ｇ

小学校24名，Ｈ小学校37名，Ｉ小学校23名，Ｊ小

学校22名）を対象とした．

３ 調査手続き

本調査は，鹿児島県内の小学校４校の道徳教育

を専門としている６年生の各担任（道徳資料研究

会研究委員，長期研修経験者，文部科学省指定研

究公開授業経験者，全国・九州大会発表経験者）

と協議の上，Figure1の流れで行った．本調査に

おいて特に配慮した点は，各学校が一連の流れの

中で，対話型授業及び教師主導型授業の両方を実

施するという点である．

(1) 質問紙による２回の調査について

２回の調査（事前・事後）では，各担任に以下

の３点（Figure2）を依頼した．

Figure2 質問紙による２回の調査について

(2) 検証授業について

検証授業では，各担任に以下の６点（Figure3）

を依頼した．

Figure3 検証授業について

４ 調査材料

質問紙による調査では，堀田・假屋園（2006）

が作成した，児童版道徳性共助的側面価値理解尺

度（Figure4-1），自己理解尺度（Figure4-2），志

向性尺度（Figure4-3）を使用した．また，検証

授業は，Figure5の目標（ねらい）を設定し，資

料「ポスターの思い出（Figure6）」（出典：小学

校読み物資料とその利用～「主として他の人との

かかわりに関すること」～文部省，1992，「絵地

図の思い出」一部改作…堀田，2006）を使って，

堀田・假屋園（2006）が作成した授業の流れ対話型

授業編（Figure7-1）及びワークシート（Figure7

-3）・板書計画（Figure7-5），教師主導型授業編

（Figure7-2）及びワークシート（Figure7-4）・

板書計画（Figure7-5）に基づいて実施した．

調査者が対話型授業及び教師主導型授業の詳細

まで統制した理由は，調査を行う学校，学級，児

童が異なっていたため，それ以外については全て

同じ条件で調査を行い，対話型授業の効果を明確

にしたいと考えたからである．

Figure5 検証授業の目標（ねらい）

１ １回の調査で３種類の尺度を使いますが，

３種類の尺度を同時に配るのではなく，１つ

の尺度が終わったら，集めて次の尺度を配る

という流れにしてください．一見同じような

尺度に見えますが，それぞれの尺度の指示文

が異なっていますので，１つの尺度を配った

ら指示文の確認を必ずして回答させてくださ

い．

２ 回答は，数字に○印をつけます．

３ １回の調査の所要時間は20分（１つの尺度

の所要時間を６～７分でお願いいたします．

１ 道徳の時間は２回実施いたします．「第２

研究の進め方」の日程に基づいて行ってくだ

さい．

２ 授業の流れ・板書については，別紙の通り

にお願いいたします．

３ 資料及びワークシートは，授業開始前に配

布してください．

４ 対話活動を取り入れた授業は，授業開始か

らグループを作って進めてください．

５ 教師主導型の授業では，一斉指導の形態で

進めてください．

６ 授業終了後に資料，ワークシートは集めて

ください．

１ 目標（ねらい）

互いに信頼し，男女仲良く助け合おうとす

る心情を育てる．

２ 内容項目

2-(3)信頼・友情，助け合い



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
調査の進め方 
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３ 道徳の時間Ａ・Ｂでは，資料「ポスターの思い出」を使って授業を行う．道徳の時間Ａ・Ｂでは，
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Figure1 調査の進め方



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第１回  氏名（            ）  男・女 ＊どちらかに○印をつけてください。 

 

○ あなたは助け合うために，次の気持ちは大切だと思いますか。 

 

                                       そう思わない  あまりそう思わない  どちらでもない    ややそう思う   そう思う 

（例） 大切にしようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

                                               

                                       そう思わない  あまりそう思わない  どちらでもない    ややそう思う   そう思う 

（１） やさしく接しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（２） なまけようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（３） 相談（そうだん）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（４） 信頼（しんらい）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（５） なかよくしようとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（６） がんばって活動しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（７） チームワークを大切にしようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（８） あいさつをしようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（９） こまらそうとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（10） 男女関係なく接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（11） 分かり合おうとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（12） 感謝（かんしゃ）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（13） 相手の気持ちを考えようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（14） 協力（きょうりょく）しようとする気持ち          １       ２       ３       ４       ５ 

（15） 尊敬（そんけい）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（16） 勝手（かって）なことをしようとする気持ち         １       ２       ３       ４       ５ 

（17） 助けようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（18） 教え合おうとする気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（19） 同じ人間だと思う気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（20） 言うことを聞こうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（21） はずかしがらずに接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（22） 敬語（けいご）を使って接しようとする気持ち        １       ２       ３       ４       ５ 

（23） 差別をしないで接しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（24） 責任をもって接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（25） なかまを大切にしようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（26） わがままを言おうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（27） はげまそうと思う気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

(28)   守ろうとする気持ち                    １       ２       ３       ４       ５ 

（29） 思いやりをもって接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（30） 友情（ゆうじょう）を大切にしようとする気持ち       １       ２       ３       ４       ５ 

（31） 言葉に気をつけようと思う気持ち              １       ２       ３       ４       ５ 
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Figure4-1 児童版道徳性共助的側面価値理解尺度



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回  氏名（            ）  男・女 ＊どちらかに○印をつけてください。 

 

○ あなたは助け合うときに，次の気持ちを大切にしていますか。 

 

                                        していない  あまりしていない   どちらでもない   ややしている    している 

（例） 大切にしようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

                                               

                                        していない  あまりしていない   どちらでもない   ややしている    している 

（１） 友情（ゆうじょう）を大切にしようとする気持ち       １       ２       ３       ４       ５ 

（２） がんばって活動しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（３） わがままを言おうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（４） 言葉に気をつけようと思う気持ち              １       ２       ３       ４       ５ 

（５） やさしく接しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（６） 男女関係なく接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（７） 信頼（しんらい）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（８） なかよくしようとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（９） チームワークを大切にしようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（10） こまらそうとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（11） 感謝（かんしゃ）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（12） 相手の気持ちを考えようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（13） あいさつをしようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（14） 協力（きょうりょく）しようとする気持ち          １       ２       ３       ４       ５ 

（15） 尊敬（そんけい）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（16） 助けようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（17） はげまそうと思う気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（18） 教え合おうとする気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（19） 同じ人間だと思う気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（20） 勝手（かって）なことをしようとする気持ち         １       ２       ３       ４       ５ 

（21） 言うことを聞こうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（22） はずかしがらずに接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（23） 分かり合おうとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（24） 敬語（けいご）を使って接しようとする気持ち        １       ２       ３       ４       ５ 

（25） 差別をしないで接しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（26） なまけようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（27） 責任をもって接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（28） なかまを大切にしようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

(29)   守ろうとする気持ち                    １       ２       ３       ４       ５ 

（30） 相談（そうだん）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（31） 思いやりをもって接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 
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Figure4-2 児童版道徳性共助的側面自己理解尺度



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回  氏名（            ）  男・女 ＊どちらかに○印をつけてください。 

 

○ あなたは助け合うときに，次の気持ちを大切にしていきたいですか。

 

                                    していきたくない  あまりしていきたくない どちらでもない  ややしていきたい していきたい 

（例） 大切にしようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

                                               

                                    していきたくない  あまりしていきたくない どちらでもない  ややしていきたい していきたい 

（１） 相談（そうだん）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（２） 相手の気持ちを考えようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（３） 信頼（しんらい）しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（４） なまけようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

(５)   守ろうとする気持ち                    １       ２       ３       ４       ５ 

（６） がんばって活動しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（７） チームワークを大切にしようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（８） やさしく接しようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（９） 分かり合おうとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（10） こまらそうとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（11） 男女関係なく接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（12） 感謝（かんしゃ）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（13） 協力（きょうりょく）しようとする気持ち          １       ２       ３       ４       ５ 

（14） なかよくしようとする気持ち                 １       ２       ３       ４       ５ 

（15） 助けようとする気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（16） 言葉に気をつけようと思う気持ち              １       ２       ３       ４       ５ 

（17） 教え合おうとする気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（18） 同じ人間だと思う気持ち                  １       ２       ３       ４       ５ 

（19） 言うことを聞こうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（20） はずかしがらずに接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（21） 勝手（かって）なことをしようとする気持ち         １       ２       ３       ４       ５ 

（22） 敬語（けいご）を使って接しようとする気持ち        １       ２       ３       ４       ５ 

（23） 差別をしないで接しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 

（24） 責任をもって接しようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（25） なかまを大切にしようとする気持ち             １       ２       ３       ４       ５ 

（26） あいさつをしようとする気持ち                １       ２       ３       ４       ５ 

（27） わがままを言おうとする気持ち               １       ２       ３       ４       ５ 

（28） はげまそうと思う気持ち                   １       ２       ３       ４       ５ 

（29） 思いやりをもって接しようとする気持ち           １       ２       ３       ４       ５ 

（30） 友情（ゆうじょう）を大切にしようとする気持ち       １       ２       ３       ４       ５ 

（31） 尊敬（そんけい）しようとする気持ち            １       ２       ３       ４       ５ 
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Figure4-3 児童版道徳性共助的側面志向性尺度
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Figure6 資料「ポスターの思い出」
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Figure7-1 「ポスターの思い出」…対話型授業編
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Figure7-2 「ポスターの思い出」…教師主導型授業編



Figure7-4　対教師主導型授業ワ－クシート

Figure7-3　対話型授業ワ－クシート
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Figure7-5 「ポスターの思い出」板書計画
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結 果

以上の方法で，道徳の授業における対話活動が

道徳性の変容に及ぼす効果を検討するため，２要

因分散分析〔授業形態（対話型授業：２学級・教

師主導型授業：２学級）×時間（事前・事後）〕

を行った．以下に各尺度の結果を示す．

１ 児童版道徳性共助的側面価値理解尺度

(1) 第１因子：他者性，第２因子：尊重性，第３

因子：自己中心性，第５因子：協同性

第１因子：他者性（Figure8-1），第２因子：尊

重性（Figure8-2），第３因子：自己中心性

（Figure8-3），第５因子：協同性（Figure8-5）

では，交互作用が見られず，対話型授業の効果は

確認できなかった．

(2) 第４因子：開示性

第４因子：開示性（Figure8-4）では，授業形

態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=5.09,p

<.05），単純主効果検定の結果，対話型授業にお

いて事後が事前より有意に高かった（F(1,104)=

14.10,p<.001）．

(3) 価値理解尺度全体

価値理解尺度全体（Figure8-6）では，交互作

用が見られず，対話型授業の効果は確認できな

かった．

 

Figure8-1　事前・事後の平均値の変化（第1因子）
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Figure8-2　事前・事後の平均値の変化（第2因子）
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Figure8-3　事前・事後の平均値の変化（第3因子）
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Figure8-5　事前・事後の平均値の変化（第5因子）

4

4.2

4.4

4.6

4.8

5

事前 事後

平
均
値

対話型

教師主導型

Figure8-4　事前・事後の平均値の変化（第4因子）
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Figure8-6　事前・事後の平均値の変化（全体）
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２ 児童版道徳性共助的側面自己理解尺度

(1) 第１因子（他者性）

第１因子：他者性（Figure9-1）では，授業形

態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=4.23,p

<.05），単純主効果検定の結果，対話型授業にお

いて事後が事前より有意に高かった（F(1,104)=

9.39,p<.005）．

(2) 第２因子：尊重性，第５因子：協同性

第２因子：尊重性（Figure9-2），第５因子：協

同性（Figure9-5）では，交互作用が見られず，

対話型授業の効果は確認できなかった．

(3) 第３因子：自己中心性

第３因子：自己中心性（Figure9-3）では，授

業形態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=

6.04,p<.05），単純主効果検定の結果，対話型授

業において事後が事前より有意に高かった（F

(1,104)=7.39,p<.01）．

(4) 第４因子：開示性

第４因子：開示性（Figure9-4）では，授業形

態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=8.34,p

<.05），単純主効果検定の結果，対話型授業にお

いて事後が事前より有意に高かった（F(1,104)=

16.69,p<.001）．

(5) 自己理解尺度全体

自己理解尺度全体（Figure9-6）では，授業形

態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=10.37,p

<.005），単純主効果検定の結果，対話型授業にお

いて事後が事前より有意に高かった（F(1,104)=

24.27,p<.001）．

 

Figure9-1　事前・事後の平均値の変化（第1因子）
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Figure9-2　事前・事後の平均値の変化（第2因子）
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Figure9-5　事前・事後の平均値の変化（第5因子）
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Figure9-3　事前・事後の平均値の変化（第3因子）
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Figure9-4　事前・事後の平均値の変化（第4因子）
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Figure9-6　事前・事後の平均値の変化(全体）
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３ 児童版道徳性共助的側面志向性尺度

(1) 第１因子：他者性，第２因子：尊重性，第３

因子：自己中心性，第５因子：協同性

第１因子：他者性（Figure10-1），第２因子：

尊重性（Figure10-2），第３因子：自己中心性

（Figure10-3），第５因子：協同性（Figure10-

5）では，交互作用が見られず，対話型授業の効

果は確認できなかった．

(2) 第４因子：開示性

第４因子：開示性（Figure10-4）では，授業形

態と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=5.08,p

<.05），単純主効果検定の結果，対話型授業にお

いて事後が事前より有意に高かった（F(1,104)=

5.59,p<.05）．

(3) 志向性尺度全体

志向性尺度全体（Figure10-6）では，授業形態

と時間の交互作用が見られ（F(1,104)=5.49,p<.

05），単純主効果検定の結果，対話型授業におい

て事後が事前より有意に高い傾向にあった．（F

(1,104)=3.78,p<.10）．

 

Figure10-1　事前・事後の平均値の変化（第1因子）
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Figure10-2　事前・事後の平均値の変化（第2因子）
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Figure10-3　事前・事後の平均値の変化（第3因子）
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Figure10-5　事前・事後の平均値の変化（第5因子）
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Figure10-4　事前・事後の平均値の変化（第4因子）

3.8

4

4.2

4.4

4.6

4.8

事前 事後

平
均

値

対話型

教師主導型

Figure10-6　事前・事後の平均値の変化（全体）
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　 　 　 　 考 察

本研究では，対話型授業と教師主導型授業の比

較を通して，対話活動が道徳性の変容に及ぼす効

果について検討してきた．具体的には，堀田・假

屋園（2006）が作成した児童版道徳性共助的側面

価値理解尺度・自己理解尺度・志向性尺度を使っ

た調査や検証授業で使用したワークシートをもと

に検討を行った．その結果のまとめ，明らかに

なった点などを以下に示す．

１ 児童版道徳性共助的側面価値理解尺度から

第１因子：他者性（Figure8-1），第２因子：尊

重性（Figure8-2），第３因子：自己中心性

（Figure8-3），第５因子：協同性（Figure8-5）

からは，対話型授業の効果は確認できなかった．

これは，児童が日頃から調査項目にある「やさし

く接しようとする気持ち」「仲良くしようとする

気持ち」などは大切だと思っているということの

表れである．

第４因子：開示性（Figure8-4）では，対話型

授業の効果が明らかになった．その要因として次

の２点が挙げられる．

１点目は，多くの児童が，日頃大切だと分かっ

ていても他者の影響を受けて自分の信念を貫くこ

とができていないという点が挙げられる．つま

り，他者や集団に自己開示することができていな

い児童が多いということである．そのような児童

が，対話型授業で友だちの多様な価値観に触れた

り，自分の思いや考えを話したりする中で，友だ

ちと打ち解けていくことができたと考える．

２点目は，対話型授業の中で開示することの必

要性を感じたということが挙げられる．江口

（2006）は，自分の考えや意見は，話さなければ

相手に伝わらない．なるべく早い時点で，自分の

考え方，価値観などをオープンにしておきたい．

こちらが自己開示することによって，相手も心を

開いてくれる，と論じている．一斉指導が中心で

ある教師主導型授業では，友だちに自己開示する

勇気を持つことできなかったり，積極的に自己開

示しなくても対話活動がスムーズに進んでいった

りするので，あまり自己開示の必要性を感じな

い．しかし，４～６名のグループを中心に行う対

話型授業では，その逆ということになる．つま

り，少人数なので自己開示しやすかったり，自己

開示しなくてはならない状況になったりするとい

うことである．そのような中で児童は自己開示の

必要性を感じることができる．

この２つの要因は，児童版道徳性共助的側面自

己理解尺度・志向性尺度の第４因子：開示性

（Figure9-4,Figure10-4）においても同じことが

言える．

価値理解尺度全体（Figure8-6）からは，対話

型授業の効果は確認できなかった．これは，第１

因子：他者性，第２因子：尊重性，第３因子：自

己中心性，第５因子：協同性の結果の影響が大き

かったということが言える．合わせて，児童は，

道徳性の共助的側面の価値理解はできているとい

うことが言える．

２ 児童版道徳性共助的側面自己理解尺度から

第１因子：他者性（Figure9-1），第３因子：自

己中心性（Figure9-3），第４因子：開示性

（Figure9-4）では，対話型授業の効果が明らか

になった．児童版道徳性共助的側面価値理解尺度

の結果と比べると第１因子：他者性と第３因子：

自己中心性が加わっている．その要因として，自

己理解尺度は，現在の自分について質問した調査

であるという点が挙げられる．つまり，この尺度

は，他の尺度と違って理想や立前では回答できな

いということである．したがって，３つの尺度の

中で1番児童の姿が浮き彫りになる尺度である．

そのような，自己理解尺度において第１因子：

他者性で対話型授業の効果が明らかになった．そ

の要因として次の２点が挙げられる．

１点目は，児童は，他者性の調査項目にある

「助けようとする気持ち」「仲良くしようとする

気持ち」などを対話型授業前の時点では，大切な

気持ちとして強く意識していなかったという点で

ある．

２点目は，これらの児童が対話型授業の中の対

話活動を通して，他者性の調査項目にある気持ち

を大切にしている自分を再認識することができた

という点である．

第３因子：自己中心性においても対話型授業の

効果が明らかになった．自己中心性の調査項目

は，尺度の項目の一面性が危惧されたため，逆転
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項目として堀田・假屋園（2006）が設定したもの

である．調査項目には，「わがままを言おうとす

る気持ち」「なまけようとする気持ち」などがあ

る．この第３因子が対話型授業後に有意に高かっ

た要因として，対話型授業前の調査の得点が低

かったということを挙げることができる．児童

は，自分は日頃の生活の中で，わがままを言った

り，怠惰な気持ちで過ごしたりしていると思って

いたようである．ところが，対話型授業の中で自

分を相対的に見たことによって，そうでもなかっ

た自分に気付いたのである．假屋園（2007）も異な

る他者と接することの意義として，自分を知るた

めという点を挙げている．自分と異なる他者と接

して初めて自分の輪郭，特徴が明瞭になるのであ

る．このことは，すべての因子においても言える

ことである．

自己理解尺度全体（Figure9-6）においても対

話型授業の効果が明らかになった．これは，自己

理解尺度の３つの因子において，対話型授業の効

果が明らかになったからということはもちろんの

こと，対話型授業が，今の自分を見つめ直した

り，再認識したりするきっかけになったというこ

とが言える．

３ 児童版道徳性共助的側面志向性尺度から

第１因子：他者性（Figure10-1），第２因子：

尊重性（Figure10-2），第３因子：自己中心性

（Figure10-3），第5因子：協同性（Figure10-5）

からは，対話型授業の効果は確認できなかった．

これは，児童が日頃から調査項目にある「信頼し

ようとする気持ち」「相手の気持ちを考えようと

する気持ち」を大切にしていきたいと思っている

表れであると言える．

志向性尺度全体（Figure10-6）においては，対

話型授業の効果が明らかになった．これは，第４

因子：開示性の結果の影響が大きいと考えられ

る．開示性については，価値理解尺度において詳

しく述べているので，ここでは省略するが，対話

型授業が自己開示の必要性を感じさせることがで

きるということは明らかである．

４ 対話型授業における道徳性の変容

ここでは，対話型授業で使用したワークシート

（Figure7-3）をもとに対話型授業の効果を検討

する．このワークシートの特徴は，対話活動前後

及び対話活動時に自分の思いや友だちの考えなど

を書き込むことができるようになっているという

点である．どの場面で使ったかについては，「ポ

スターの思い出」の授業の流れ…対話型授業編

（Figure7-1）に示しているので省略する．

(1) 対話型授業において留意した点

児童の対話活動が同じ条件で進むようにするた

め，ワークシートに以下の２点を示した．

① 自分の考えと，なぜそう考えたのか理由を発

表する．（自分の発表が終わったら，友だちの発

表を聞く．気付いたことや感じたことなどがあっ

たらメモをする．）

② 友だちの発表を聞いて気付いたこと，感じた

ことなどをもとに質問したり，自分の考えを言っ

たりする．

(2) 対話活動前後及び対話活動時の児童の書き込

みから

① Ａ児の場合（Figure11）

Figure11 Ａ児の道徳性の変容

Ａ児の場合，対話活動前は，仕方がないから手

伝おうという気持ちが強かった．ところが，対話

活動で人のことを考えている友だちの意見を聞い

たら，対話活動後は，仕方がないという気持ちで

はなく，お互いに思いやって取り組んでいくこと

が大切だという気持ちに変容した．つまり，対話

活動によって自己中心性の残る義務的な気持ちか

ら，学級全体のことを考えた自律的な気持ちへと

変容したのである．

対話活動前（自己内対話①）

しょうがないな．少しは手伝わな

いと，と思った．

対話活動時

自分はどうとか，人のことを考え

ている．

対話活動後（自己内対話②）

やっぱりみんなで協力してやらな

いといけないかな．
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② Ｂ児の場合（Figure12）

Figure12 Ｂ児の道徳性の変容

Ｂ児の場合，対話活動前は，周囲のことを強く

意識した思いを抱いていた．ところが，対話活動

で相手のことを考えた友だちの思いを聞いたら，

対話活動後は，同じクラスだから男女協力するこ

とが大切だという気持ちに変容した．つまり，対

話活動によって他律的な考えが残る気持ちから，

協同的な気持ちへと変容したのである．

③ Ｃ児の場合（Figure13）

Figure13 C児の道徳性の変容

Ｃ児の場合，対話活動前は，男子と女子という

関係が気になるので，本当は断りたいという思い

が強かった．ところが，対話活動で男女関係なく

という友だちの考えを聞いたら，対話活動後は，

男女関係なく，接しようとする気持ちに変容し

た．つまり，対話活動によって，他者からの影響

で開示することができていない自分から，自律的

に開示することができる自分へと変容したのであ

る．

以上を踏まえながら，本項の結びに本研究の仮

説が支持されたことを確認しておきたい．本研究

において，対話型授業と教師主導型授業の比較を

通して，児童の道徳性の変容を検討したり，対話

型授業で使用したワークシートの書き込みをもと

に児童の道徳性の変容を検討したりした結果，道

徳の授業において対話活動を取り入れると児童の

道徳性（特に道徳性の共助的側面）が変容すると

いうことが明らかになった．したがって，本研究

の仮説は支持されたということが言える．

まとめ

本研究では，道徳の授業における対話活動が道

徳性の変容に及ぼす効果について，対話型授業と

教師主導型授業の比較を通して検討した．また，

対話型授業が道徳性の変容に及ぼす効果をより明

確にするために，対話型授業で使用した児童の

ワークシートの書き込みをもとにした検討も行っ

た．その結果明らかになった対話型授業の効果

は，今後の道徳の授業に大きな示唆を与えるもの

になったのではないかと考える．また，本論文に

は，研究で使った資料のすべてを掲載した．これ

は，この先，道徳の授業に対話活動を取り入れた

いと考えている先生方に参考になればという思い

からである．

假屋園（2007）は，対話を通したやりとりの中

で，自分にはなかった心の機能が育っていく．こ

のような過程で一人一人の個人の器が育つ．そし

て，個々人の器の育ちを通して，集団そのものの

器が大きくなっていく，と述べている．児童の成

長はもちろんのこと，学校・学級集団が懐の深い

集団として育っていくように１時間でも多く対話

活動を取り入れた授業を行いたいものである．
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